
  

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

書名/著者名/出版社/出版年 資料番号 場所 

世界人権宣言 ： ビジュアル版 

国際基督教大学／英訳 遠藤 ゆかり／日訳  創元社 2022  
1014454795 ２階Ａ３ 

みんなたいせつ ： 世界人権宣言の絵本 

東 菜奈／構成・訳 渋谷 敦志／写真  岩崎書店  2018 
1013696610 １階子２３ 

地球はひとつ ： アートによる世界人権宣言 

アムネスティ・インターナショナル日本支部／編 金の星社  1998 
1004802862 閉架書庫  

新国際人権入門 ： SDGs時代における展開 

横田 洋三／編 富田 麻理／[ほか著] 法律文化社  2021  
1014301855 ２階Ｄ１１ 

 

国連広報センター 

世界人権宣言７５周年特設ページ 

 

人権を 

考えよう 

世界人権宣言は、５００以上の世界各地の

多様な言語に翻訳されており、最も多くの言

語に翻訳された文書としてギネス世界記録

にも認定されています！ 

（Universal Declaration of Human Rights）  

 

 

世界人権宣言 （Universal Declaration of Human Rights）は、国連創設から３年後の１９４８年の 

１２月１０日、国連総会において採択されました。全３０条にわたり教育、雇用、公正な賃金、投票権、ヘルス

ケア、表現の自由、ジェンダー、人種差別など、さまざまな人権を包括しています。対象とする個人を国籍に

よって区別せず、「すべての人民にとって達成すべき共通の基準」と位置付けた世界人権宣言は、現代人権

法の礎石となり、その後の人権条約の制定や、国連の人権活動の基礎となっています。 
 

https://www.unic.or.jp/activities/internatio

nal_observances/75th_humanrights// 

 

Kyushu United Nations Depository Library   九州国連寄託図書館 

・移住労働者権利条約 

・障害者権利条約 

・強制失踪者保護条約 

２０２３年は宣言採択７５周年 

クンドルニュース

 
 

「クンドル(KUNDL)」は九州国連寄託図書館の英語の頭文字です 

にあたり世界各地でさまざまな形で祝賀されています。 

しかし現在、世界ではロシアによるウクライナへの軍事侵攻が開始されてから６００日以上も経過し、パレ

スチナのガザ地区では人道危機が深刻化しています。世界中で継続する紛争や内戦、それによって避難を

余儀なくされている人々がいることに思いを寄せ、すべての人々が享受すべき基本的な人権と照らし合わせ

て考える機会です。 

・人種差別撤廃条約 

・自由権規約（市民的および政治的権利に関する国際規約） 

・社会権規約（経済的、社会的および文化的権利に関する国際規約） 

・女性差別撤廃条約 

・拷問等禁止条約 

・子どもの権利条約 

 

その他 人権に関する条約 

 

KUNDL News No.１３８ 

２０２３年１１月・１２月 

 

※条約名は通称。各条約はそれぞれ独立した専門家委員会を設置して

いて締結国が条約の規定を順守しているか監視しています。 

世界人権宣言をきっかけに、国連の枠組みでこれらの条約が締結されています。 

https://www.unic.or.jp/activities/international_observances/75th_humanrights/
https://www.unic.or.jp/activities/international_observances/75th_humanrights/


国連は、２００５年１０月の国連総会におい

て、毎年１１月の第三日曜日を「交通事故の犠

牲者を追悼する世界デー」とすることを採択しま

した。交通事故または交通犯罪の発生予防と、

その被害者救済のための取り組みの重要性を

啓発することが目的です。 

自動車が発明されて以来、世界の道路で 起

こっている悲劇的な事故はいまだ後を絶ちませ

ん。国連と国連における交通安全の主導機関

であるＷＨＯ(世界保健機関)は、２０３０年まで

の交通事故死傷者半減を目指しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

人権問題を扱う 

国連機関は？ 

国連人権高等弁務官事務所（www.ohchr.org）は、上記の人権理事会をはじめ、本誌表面の人権に

関する条約の順守状況を監視する専門家委員会、その他の人権機関の事務局を務める国連の人権

活動の中心となる機関で、世界や国が人権の規範や基準を採択、順守するよう促進を図っています。 

組織のリーダーである人権高等弁務官は、国連の人権活動に主要な責任を持っていて、人権理事

会と協力しながら、すべての国連機関や専門機関を通じて関わりながら、人権保護活動を強化し、調整

しています。 

現在は２０２２年１０月に就任したオーストリアのヴォルカー・ターク氏が８代目の国連人権高等弁務

官を務めています。 

 

編集後記 

 
本号で紹介した『地球は

ひとつ：アートによる世界人

権宣言』は、１９９８年の世

界人権宣言５０周年を機に

発行された本です。 

２２人のイラストレーター

による作品と、それに付され

た人権宣言のやさしい日本

語訳は、２５年経過した現在

でも強く心を揺さぶられま

す。 

 

ご存知ですか？ 

    国際デー 

交通事故の犠牲者を 

追悼する世界デー 

 

開館時間：10:00～20:00 

10:00～19:00 (日・祭日) 

＊相談業務は 19:00(日・祭日 18:00)まで 

 

休 み ：毎週月曜・毎月月末 

（休日のときはその翌平日） 

年末年始・図書特別整理期間 

九州国連寄託図書館     

〒814-0001 福岡市早良区百道浜 3 丁目 7 番 1 号  福岡市総合図書館 ２階 
TEL 092 (852) 0628 

（Office of the High Commissioner for Human Rights : OHCHR） 
  

「交通事故の犠牲者を追悼する世界デー」公式ホームページ： 

https://www.un.org/en/observances/road-traffic-victims-day 

 詳細をお知りになりたい方は、ぜひ２階国際・
国連カウンターにお立ち寄りください！ 

１１月１９日 

 

人権理事会（https://www.ohchr.org/en/hrbodies/hrc/home）は、６０年続いた人権委員会に代わる機
関として２００６年に国連総会の下部機関として設置された人権と基本的自由の促進と擁護に責任を持つ

国連の主要機関です。国連加盟国の人権の状況を定期的・系統的に見直すことによって国際社会の人権

状況を改善しつつ、深刻かつ組織的な人権侵害などを調査し、勧告を行うなど早急に対処するための活動

をしています。 

人権理事会の４７理事国は、地理的配分により公平に選出され、任期は３年、連続２期はできないが再

選は可能。国家（加盟国やオブザーバー国）や政府間組織、国内の人権機関、ＮＧＯが人権についての関

心事項について発言できるようにする場を提供しています。 

人 権 理 事 会 
（Human Rights Council） 

http://www.ohchr.org/
https://www.un.org/en/observances/road-traffic-victims-day
https://www.ohchr.org/en/hrbodies/hrc/home

